
遠隔学習導入ガイドブック

ICT機器の配置4.4
遠隔合同授業を実施する際は、ICT機器の配置についても検討することが重要です。ICT機器を配置する
際の考え方は以下の表のとおりです。

観点 考え方 具 体 的な機 器の配 置 方 法

教員の姿

授業進行を担当する教員が、自校 
と相手校の児童生徒を同時に 
指導するためには、両校の児童 
生徒から見て、教員が正対して 
いることが望ましい。

教室前方に向けたカメラで教員の姿を映し、その映像を相手校
の教室前方に設置した大型ディスプレイに映す。

教室の様子

両校が一体となり、児童生徒同士 
が交流できる授業を実施する 
ためには、互いの姿を確認し合い 
ながら授業を行うことが望ましい。 

児童生徒の姿を映した大型ディスプレイを教室後方に配置する
ことで、教員が、相手校の児童生徒の様子を確認しやすくなる。

児童生徒の姿を映した大型ディスプレイを教室前方に配置する 
ことで、児童生徒にとって、相手校の児童生徒の様子を確認 
しやすくなる。
ただし、教卓からは、カメラと大型ディスプレイの位置が大きく異なる 
ため、教員は相手校の児童生徒と視線を合わせて会話できない。

資料の提示
児童生徒の視線が大きく移動 
しないように、教員や黒板の近くで 
資料が提示できることが望ましい。

デジタル資料を提示する場合は、教室前方に配置した大型ディス
プレイに共有する。

カメラや大型ディスプレイを配置する際の考え方
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教室① （授業進行を受け持つ） 教室② （授業進行を受け持たない）

①

②

大型ディスプレイやカメラを1台ずつ利用する際の配置パターン

教室①の大型ディスプレイを前方に配置する場合

教室①の大型ディスプレイを後方に配置する場合

機器配置図の凡例

スピーカー

黒板電子黒板・
大型ディスプレイ

マイク カメラ

机

教室① （授業進行を受け持つ） 教室② （授業進行を受け持たない）

①

②

教員は両校の児童
生徒に対して同時に
正対できない

教室②の映像

教室②の映像

教室①の
映像

教室①の
映像

児 童 生 徒 同 士 が
交流する場合は、
カメラ①の向きを
教室後方に変える
必要がある

教員は両校の児童
生徒に対して同時に
正対できる

児童生徒同士が交流
する際は、教室①の
児童生徒が振り向く
必要がある

教室後方にあるため、
資料提示が困難。 
別途、資料提示用の
大型ディスプレイが
必要

児童生徒用
情報端末

教員
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C

D

B

A

学校①

西条市立田野小学校 多目的室
学校②

西条市立田滝小学校 5・6年教室

スクリーンに
カメラAの

映像を投影する
プロジェクタ

スクリーンに
カメラBの

映像を投影する
プロジェクタ

機器配置

● 互いの教室の様子が150インチ相当の大画面に投影され、同じ教室にいるような臨場感を演出している。
● 教室の側面に相手校の教室側面を映し出し、教室が左右に連結しているように見せている。
● 学校①の後方スクリーンには、学校②の児童の様子を投影しており、学校①の教員からは、学校②の
教室が学校①の教室の後ろに連結しているように見える。

構築した
ICT環境の
ポイント

① 同じ場所にいるような臨場感を演出した教室

スクリーンに
カメラDの

映像を投影する
プロジェクタ スクリーンに

カメラCの
映像を投影する
プロジェクタ

ICT環境の構築例4.5
それぞれの実証地域が構築したICT環境を以下に紹介します。

▼
 カメラは床上60cmの高さに設置され、

児童同士の目線が合うようになっている

▼
 スクリーンは電動式で、遠隔合同授業を行う

際だけ下ろす

▼
 スクリーンの昇降やプロジェクタの電源は教室内に設置

されたスイッチに集約され、簡単に準備ができる

学校①の教室の様子 学校②の教室の様子

電動式
スクリーン

主として
授業進行を
担当

電動式
スクリーン
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4. 5

● 学校①では教室後方に設置された大型ディスプレイに学校②の児童の様子を映しており、学校①
の教員からは、学校②の教室が学校①の教室の後ろに連結しているように見える。
● 学校②では、70インチの大型ディスプレイを配備することで、相手校の教員の姿や板書が等身大
に近い大きさで映し出される。

● 児童1人1台の情報端末を使って、学校①の児童と学校②の児童がペア学習を行う。

構築した
ICT環境の
ポイント

B

A

学校①

萩市立明木小学校 コンピュータ教室
学校②

萩市立佐々並小学校 コンピュータ教室

自校の児童の情報
端末画面を表示

カメラAの映像
を表示

自校の児童の
情報端末画面を表示

カメラBの映像
を表示

ホワイトボード
ホワイトボード

児童用情報端末
ヘッドセット

機器配置

②  教員が両校の児童生徒の様子を確認しやすい教室
▼
 個別学習では、児童1人1台の情報端末を

使って考えを書き込む

▼
 相手校とのペア学習の際は、デジタルノートの画面

を共有しながら、相手校の児童と会話を行う

▼
 大型ディスプレイに情報端末を接続し、

その画面を撮影して相手校と共有する

学校①の教室の様子 学校②の教室の様子

主として
授業進行を
担当
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おわりに
文部科学省が推進してきた教育の情報化に関するプロジェクトには、これまで様々なものが

ありましたが、このガイドブックの基盤となっている本プロジェクトほど関係者の切実な思いを

感じられたものはありません。現在の教育が抱えている問題をICTの力を借りて何とか解決 

したいという強い思いです。

本プロジェクトによる遠隔会議システムなどを活用した遠隔合同授業の実施により、子供 

たちをとりまく教育環境の問題に直面している先生ほど、ICTによる解決への期待が強く、 

活用した場合の効果の高さを実感されていることが示されました。

さらに注目すべき点は実際に遠隔合同授業を体験した児童生徒の感想です。80%以上が

「自分たちのクラスだけでやる授業よりも、友達の意見や発表をしっかり聞いていた」、「自分

たちのクラスだけでは出てこないような意見を聞くことができた」と言っています。また、遠隔 

合同授業を経験した回数の多い児童生徒ほど、「自分たちのクラスだけでやる授業よりも、 

自分の考えが深まった」、「自分たちのクラスだけでやる授業よりも、自分の考えに自信が持てた」

と言っており、少人数学級特有の問題点が遠隔会議システムなどによる遠隔合同授業により

解消される可能性のあるエビデンスが見え始めました。

本プロジェクトにより、遠隔教室をつなぐマイクとスピーカーが重要であることなど、遠隔 

合同授業を成立させる情報環境の構築に関する知見も多く示されました。一般の遠隔会議と

異なり、両教室の一人一人の児童生徒の考えを交換・共有できる仕組み作りに多くの地域が

力を入れていることは特筆すべきことでしょう。また、機器やネットワークの機能や性能の差に

よって、効果に差が出てきているようにも感じられます。

本ガイドブックは、人口減少社会におけるICTの活用による教育の質の維持向上に大きな 

示唆を与えるものであることを確信しています。

最後に、本プロジェクトの創案から実施に至るまでの全ての関係者の熱意と御努力に心 

からの感謝の意を表したいと思います。

日本の将来に明るい光が見え始めたことを大変うれしく思います。

企画評価委員会 委員長
信州大学 学術研究院教育学系 教授　東原 義訓
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富山県南砺市教育委員会（南砺市）

長野県喬木村教育委員会（喬木村）
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熊本県高森町教育委員会（高森町）

鹿児島県教育委員会（徳之島町）

人口過少地域における
ICTを活用した社会教育
実証事業

NPO法人あきた地域資源ネットワーク／秋田県男鹿市教育委員会（男鹿市）

島前ふるさと魅力化財団／島根県海士町教育委員会（海士町）
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福岡地域社会教育ICT活用連携協議会／
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実証地域一覧



「人口減少社会におけるICTの活用による教育の質の
維持向上に係る実証事業」の成果をふまえて

第1版


	4.4 ICT機器の配置
	おわりに
	
実証地域一覧


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.28571
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.28571
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF00320030003000640070006978BA8A8D752830000044004100536A196E96000D753B50CF306E9BAE660E30553092751F304B3057306430643001306A308B3079304F8EFD30440050004400463092751F62103057307E30593002000D30E130FC30EB7B49306730EC30A430A230A630C8306E78BA8A8D90014ED86642306A3069306B4F7F752830573066304F3060305530443002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Adobe RGB \(1998\))
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions false
        /ConvertStrokesToOutlines true
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 150
        /LineArtTextResolution 300
        /PresetName <FEFF005B4F4E89E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /LowResolution
        /RasterVectorBalance 0.750000
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


